
芦
屋
学
園
ス
ポ
ー
ツ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
ど
ん
な
構
想
で
し
ょ
う
？

　

20
世
紀
初
め
の
明
治
・
大
正
時
代
に
、芦
屋
を
含
め

た
阪
神
間
に
、「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る
近

代
的
な
芸
術
・
文
化
・
生
活
様
式
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
当
時
、国
の
近
代
化
政
策
に
よ
り
、大
阪
の

企
業
家
た
ち
が
阪
神
間
に
こ
ぞ
っ
て
移
り
住
ん
だ
と
い

う
背
景
が
あ
り
ま
す
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、1
0
0

年
の
時
を
経
て
、こ
の
エ
リ
ア
に「
ス
ポ
ー
ツ
」を
文
化

と
し
て
根
付
か
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
起
ち
上
げ

た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、ど
ん
な
こ
と
が
始
ま
る
の
で
す
か
？

　

昨
年
8
月
に
施
行
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」に

は
、競
技
水
準
の
向
上
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
の

両
輪
で
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
支
え
る
と
い
う
理

念
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
描
い
て
い
る
の
は
、そ
の
理
念
を
、教

育
機
関
で
あ
る
芦
屋
学
園
が
中
心
と
な
っ
て
具
現
化

し
て
い
く
こ
と
で
す
。各
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
県
・

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
団
体
、そ
し
て
金
融
機
関
・
企
業
・

メ
デ
ィ
ア
と
いっ
た
産
業
界
と
も
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み

な
が
ら
、阪
神
間
に「
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
文
化
」を
醸

成
し
て
い
き
、同
時
に
そ
れ
ら
の
組
織
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

そ
の
大
き
な
ス
キ
ー
ム
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
は
ど
う

活
か
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
？

　

こ
れ
は
一
つ
の
大
き
な
事
業
で
す
。こ
の
事
業
を
通

じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
心
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
行

い
、青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
媒
介
に
、阪
神
間
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
横

断
的
・
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、地
域
全

体
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
風
土
と
文

化
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
1
部
は
芦
屋
浜
に
あ
る
芦
屋
学

園
総
合
運
動
場
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の

大
八
木
淳
史
氏
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニッ
ク
を
開
催
。

芦
屋
市
を
中
心
に
、幼
稚
園
か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で

の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と
、保
護

者
・
指
導
者
の
方
々
を
合
わ
せ
て
約
4
0
0
名
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。練
習
後
、学
年
ご
と
に
選

ば
れ
た
当
日
の
M
V
P
の
表
彰
を
行
い
、会
場
は
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。第
2
部
は
場
所
を
芦
屋
学
園
中

学
校
･
高
等
学
校
に
移
し
、食
堂
で
の
レ
セ
プ
シ
ョン
に

続
い
て
、3
階
ホ
ー
ル
で「
芦

屋
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
デ
ィ 

ア
ス
リ

ー
ト
への
心
の
コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
。比
嘉
悟
教
授

（
学
園
ス
ポ
ー
ツ
教
育
セ
ン
タ

ー
長
）と
大
八
木
氏
の
熱
い
思

い
の
こ
も
っ
た
講
演
に
保
護

者
・
指
導
者
の
方
々
も
熱
心
に

聞
き
入
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
低
学
年
と
高
学
年
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
福
山
記
念
館
1

階
球
技
場
と
芦
屋
学
園
体
育
館
で

ク
リ
ニッ
ク
を
開
催
。コ
ー
チ
は
芦
屋

大
学
客
員
教
授
で
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
天
日
謙

作
ヘッ
ド
コ
ー
チ
と
日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
bj
リ
ー

グ
大
阪
エ
ヴ
ェッ
サ
の
北
村
豪
希
選
手
、天
野
喜
祟
選

手
。普
段
は
体
験
で
き
な
い
プ
ロ
コ
ー
チ
や
プ
ロ
選
手
の

指
導
に
、小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、所
属
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
方
々
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、ク
リ
ニッ
ク
終
了
後

に
は
両
選
手
の
サ
イ
ン
会

も
開
か
れ
ま
し
た
。午
後

か
ら
の
第
2
部
は
、会
場

を
大
学
本
館
に
移
し
、比

嘉
セ
ン
タ
ー
長
と
ラ
グ
ビ
ー

元
日
本
代
表
の
大
八
木
淳

史
氏
、天
日
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッ
シ

ョン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
小・中
学
生
や
保
護
者
、ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
指
導
者
、シ
ニ
ア
の
方
々
ま
で

総
勢
２
０
０
名
を
越
え
る
皆
様
と

共
に
、第
１
部
は
福
山
記
念
館
１
階

球
技
場
で
の
卓
球
ク
リ
ニッ
ク
を
開

催
。シ
ド
ニ
ー・ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピッ
ク

卓
球
日
本
代
表
選
手
の
藤
沼
亜
衣

さ
ん
を
お
招
き
し
、芦
屋
大

学
卓
球
部
の
羅
武
漢
監
督

と
と
も
に
技
術
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。午
後

は
藤
沼
さ
ん
、羅
監
督
と
大

八
木
淳
史
氏
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
が
比

嘉
セ
ン
タ
ー
長
の
司
会
進
行

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
の
親
子
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
1
月
29
日
、

柳
本 

晶
一 

芦
屋
大
学
特
任
教
授
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
リ
ニッ
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
芦
屋
学
園
の
役
割
と
は
？

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、阪
神
間
の
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

な
ら
び
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
連
携
、そ
し
て
ソ
フ

ト
面
で
は
、学
園
ス
ポ
ー
ツ
教
育
セ
ン
タ
ー
が
従
来
持
っ

て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ・人
材
に
加
え
て
、新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
教

第
1
回 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
芦
屋

大
八
木
淳
史
氏（
元
日
本
代
表
）と

ラ
グ
ビ
ー
で
遊
ぼ
う
！

第
2
回 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
芦
屋

天
日
謙
作
Hヘ

ッ
ド
コ
ー
チ
C
と
大
阪
エ
ヴ
ェッ
サ
の
選

手
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニッ
ク

第
3
回 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
芦
屋

藤
沼
亜
衣
さ
ん
、羅
武
漢
監
督
に
よ
る

卓
球
ク
リ
ニ
ッ
ク
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六麓荘キャンパスから、未来の私へ、チャンスの風

P4

芦
屋
大
学
と「
兵
庫
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
ズ
」が
教
育
提
携

育
に
取
り
組
む
た
め
の「
芦
屋
学
園
ス
ポ
ー
ツ
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム（A

SE
P

）」を
開
発
し
ま
す
。心

の
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
材
育
成

を
行
い
、知
育・徳
育・体
育
に
よ
っ
て
人
間
力
あ
ふ
れ
る

「
人
財
」を
社
会
に
輩
出
す
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
サ

ポ
ー
ト
文
化
の
醸
成
と
組
織
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る

「
場
」と「
機
会
」を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。す
で
に
、

昨
年
11
月
に
は
関
西
独
立
リ
ー
グ
プ
ロ
野
球
球
団

「
兵
庫
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
ズ
」と
教
育
提
携
。ま
た
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
イ
ロッ
ト
事
業
と
し
て
、「
親
子
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
in
芦
屋
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
あ
る
芦
屋
市
六
麓
荘
町
は
、か
つ
て「
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」の
中
心
地
の
一
つ
で
し
た
。現
在
の
芦

屋
大
学
の
学
舎
の
一
部
は
、奇
し
く
も
か
つ
て「
東
洋
一

の
ホ
テ
ル
」と
し
て
建
設
さ
れ
た「
芦
屋
国
際
ホ
テ
ル
」

の
跡
地
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
繋
が
り
や

背
景
を
見
て
も
、芦
屋
学
園
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
発
信
拠

点
と
し
て
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
興
し
て
い
く
の
は
意

義
の
あ
る
こ
と
と
思
って
い
ま
す
。

1

『
芦
屋
学
園
ス
ポ
ー
ツ
モ
ダ
ニ
ズ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』始
動
！

百
年
前
、芦
屋
を
含
め
た
エ
リ
ア
に「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
上
質
な
文
化
を
花
咲
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
、芦
屋
学
園
か
ら
始
ま
る
こ
の
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
何
を
目
的
と
し
、

ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
、芦
屋
学
園
高
橋
征
主
理
事
長
に
伺
い
ま
し
た
。

芦屋学園一般財団法人
日本教育機構

阪神地域における産業界

トップスポーツチーム・アスリートの育成
阪神間に住む地域住民のスポーツ参加率アップスポーツを通じた青少年の育成（心のコーチング）

＜教育を軸にした「人財」育成機関＞

幼稚園から大学院までの一貫教育

芦屋学園が持つスポーツ資源を地域に還元することによる地域スポーツ発展への貢献や、
スポーツ教育による青少年の人間力育成を通じて、芦屋を始めとした阪神間へのスポーツ文化醸成に寄与する

＜スポーツ立国戦略＞　H.22
＜スポーツ基本法＞　H.23
＜スポーツ基本計画＞ H.23
＜地方スポーツ推進計画＞

文部科学省

芦屋大学大学院
芦屋大学

芦屋学園短期大学
芦屋学園高等学校

芦屋学園中学校
芦屋大学附属幼稚園

スポーツ
教育センター

芦屋学園
スポーツ

モダニズム
プロジェクト

トップスポーツチーム

トップアスリート

阪神地域におけるスポーツ関係団体

指導者・引退選手ネットワーク

ジュニア・ユース育成機関

地域スポーツ推進団体

金融機関・企業・メディア

芦屋市・芦屋市教育委員会

連携

教育提携
連携
協定

サポート

芦屋学園スポーツモダニズムプロジェクト 概念図

10/2

11/612/18

※天日謙作HC：大阪エヴェッサ初代ＨＣとして、リーグ発足から３連覇を達成。藤沼亜衣さん（左）羅武漢監督：元中国ナショナルチーム代表選手（右）
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「
紅
茶
や
ス
コ
ー
ン
で
文
化
を
学
ぶ
」

■
10
月
5
日・12
日
、11
月
9
日
●
芦
屋
学
園
短
期
大
学

　

幼
児
教
育
学
科
2
年
生
は
、
芦
屋
の
紅
茶
・
中
国
茶
専

門
店「
ウ
ー
フ
」の
大
西
泰
宏
さ
ん
に
よ
る
紅
茶
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
、
ま
た
生
活
創
造
学
科

は
、Jo Bradburn

講
師
か
ら
、

ス
コ
ー
ン
作
り
を
教
わ
り
ま
し

た
。
楽
し
い
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の

後
、
神
戸
ユニ
オ
ン
教
会
専
任

牧
師B

ruce B
radburn

講

師
か
ら
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

地
理
、
産
業
、
文
化
に
つ
い
て

学
び
、
異
文
化
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

芦
屋
大
学
公
開
講
座

東
日
本
大
震
災
と
阪
神・淡
路
大
震
災

〜
復
興
と
支
援
を
考
え
る
〜

■
11
月
5
日
〜
12
月
3
日
●
芦
屋
大
学

　

3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
全
4
回
の

公
開
講
座
を
開
催
。「
原
子
力
や
放
射
能
の
基
礎
知
識（
第
１

回
）」か
ら
、「
企
業
の
再
生
に
見
る
復
興
経
済（
第
２
回
）」、「
韓

国
か
ら
見
た
国
際
的
影
響（
第

３
回
）」、
最
終
日
の「
震
災
支

援
と
心
の
ケ
ア
」ま
で
、阪
神・

淡
路
大
震
災
で
の
経
験
を
ふ

ま
え
6
名
の
本
学
教
員
が
講

義
。
芦
屋
市
を
中
心
に
多
く

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
専
門

家
に
よ
る
考
察
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
税
に
関
す
る
作
文
」で
3
名
が
受
賞

■
11
月
11
日
●
芦
屋
学
園
高
等
学
校

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」に
向
け
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

約
1
万
5
千
編
の
応
募
の
中
か
ら
学
園
高
校
1
年
生
の

牟
田
真
彬
君
、布
野
亜
侑
美
さ
ん
、山
﨑
功
士
郎
君
が
受

賞
。芦
屋
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
牟
田
君
は
神
戸
税

務
署
長
と
の
座
談
会
に
も
参
加
し「
税
金
は
ま
ず
被
災
地

の
復
興
に
使
っ
て
欲
し
い
」と
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部

A‐I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
義
援
金
を
寄
付

■
11
月
28
日
●
芦
屋
学
園
短
期
大
学

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
は
、芦
屋
学
園
祭
の
模
擬
店
で
、障

害
者
就
労
支
援
施
設
か
ら
取

り
寄
せ
た
食
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、

ラ
ス
ク
の
他
、
芦
屋
市
の
東

日
本
震
災
支
援
組
織「
A‐I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
グ
ッ
ズ
を
販
売
。
売
上
金

全
額
を「
A
‐
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
寄
付
し
、
本
学
に
て
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
各
種
表
彰
や
報
告
会
の
後
、「
K
D
K
フ
ァ

ッ
シ
ョン
グ
ラ
ン
プ
リ
」入
選
作
品
の
披
露
と
フ
ァッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
催
。豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
会
場
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
生
活
創
造
学
科
調
理
師

コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
に
よ
る
恒
例
の

「
芦
屋
カ
レ
ッ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
」が
オ

ー
プ
ン
。売
上
の
一
部
を
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
に
あ
て
た
今

年
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ

ー
モ
ン
と
帆
立
貝
の
テ
リ
ー
ヌ
」

「
牛
フ
ィ
レ
肉
の
ロ
ー
ス
ト 

ニ
ー

ス
風
野
菜
の
詰
め
物
を
添
え
て
」

「
フ
ル
ー
ツ
と
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ

チ
ー
ズ
の
タ
ル
ト
」「
コ
ー
ヒ
ー
」

「
パ
ン
」と
い
う
本
格
フ
レ
ン
チ
。

限
定
1
0
0
食
の
食
券
は
瞬

く
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

30
日
、幼
稚
園
の
バ
ザ
ー

で
は
、保
護
者
の
方
々
の
ご

協
力
で「
た
こ
焼
き
屋
さ

ん
」「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
屋

さ
ん
」「
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト

屋
さ
ん
」「
ゲ
ー
ム
屋
さ

ん
」な
ど
の
お
店
が
オ
ー

プ
ン
。た
く
さ
ん
の
ご
家
族

や
卒
園
生
が
訪
れ
、園
内

に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。。

　
「
芦
屋
学
園
祭
」の
2
日

目
、福
山
記
念
館
A・B
ホ
ー

ル
に
お
い
て
芦
屋
カ
レッ
ジ
同

窓
会
総
会
お
よ
び「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」が
開
催
さ

れ
、懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の

再
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、記

念
撮
影
や
昼
食
会
が
和
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
笑
顔
の
3
日
間

 

第
44
回「
芦
屋
学
園
祭
」開
催

2

模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
で
お
祭
り
ム
ー
ド
満
開
！

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
合
唱
や
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

芦
屋
カ
レ
ッ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
は
今
年
も
大
繁
盛
！

楽
し
い
お
店
が
い
っ
ぱ
い

芦
屋
カ
レ
ッ
ジ
同
窓
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　

例
年
通
り
学
園
合
同
の
開
会
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
学
園
祭
。1
日
目
は
音
楽
表
現
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ

る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、学
生
主
催
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
。人
気
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、次
々
と
自
慢
の

歌
声
を
披
露
し
て
大
盛
況
で
し
た
。

　

2
日
目
の
注
目
イ
ベ
ン
ト
は
、学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た「
芦
大
キ
ャ
ン
パ
スM

s.M
r.N

o.1

コ
ン
テ
ス
ト
」。第
2

回
目
と
な
る
今
年
も
、大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。ま
た
同
ホ
ー
ル
で
は
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
会

も
開
催
。毎
年
大
人
気
の
お
化
け
屋
敷
に
加
え
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
レ
ー
ス
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
ソ
ー
ラ

ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
よ
る〝
芦
屋 Sky A

ce 
Q

U
A

D

（
鈴
鹿
大
会
2
連
覇
達
成
車
両
）〟の
展
示
も

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
ク
ラ
ス
単
位
で
の「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」や
英

語
を
使
っ
た「
ス
ピ
ー
チ・レ
シ
テ
ー
シ
ョン
コ
ン
テ
ス
ト
」。

2
日
目
の
模
擬
店
や
展
示
も
大
に
ぎ
わ
い
。特
に
各
ク

ラ
ブ
に
よ
る
楽
し
い
ゲ
ー
ム
の
模
擬
店

は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
お

客
さ
ん
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

　

3
日
目
は
、「
文
化
・
ク
ラ
ブ
発
表

会
」を
開
催
。ダ
ン
ス
部
に
よ
る
第
24
回

全
日
本
高
校・大
学
ダ
ン
ス
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
入
選
作
品「
火
の
神
」を
筆
頭
に
、箏

曲
、長
唄
や
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
、吹

　

最
終
日
は
福
山
記
念
館
1

階
大
ホ
ー
ル
で
の
演
芸
大

会
。「
み
ん
な
で
助
け
合
う
事

に
よ
り
生
ま
れ
る
最
高
の
笑

顔
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

5
人
1
組
で
行
う
ア
ー
ト
伝

言
ゲ
ー
ム
な
ど
で
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

奏
楽
な
ど
各
ク
ラ
ブ
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。練
習
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た
素
晴

ら
し
い
発
表
に
、会
場
は
感
動

と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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芦
屋
大
学
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
作
ろ
う
と
友
人
た

ち
と
活
動
に
励
ん
で
い
る
岡
田
健
汰
君（
国
際
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
教
育
科
1
年
）は
、9
月
3
日
か
ら
3
日
間

の
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加（
2
名
）

し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、10
月
2
日
、芦
屋
市
川
西
運
動

場
で
開
催
さ
れ
た「
第
39
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に

は
用
具
係（
9
名
）と
し
て
参
加
。10
月
9
日
の「
あ
し

や
秋
ま
つ
り
」で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
ゴ
ミ
回
収（
5

名
）を
行
い
、11
月
20
日
の「
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
」

で
も
、コ
ー
ス
設
置
作
業（
5
名
）に
従
事

す
る
な
ど
、友
人
た
ち
と
共
に
地
域
の
活

動
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。岡
田
君

は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
合
い
や
仲
間
の

大
切
さ
を
知
っ
た
。ま
ず
は
サ
ー
ク
ル
に
…
、

来
年
は
正
式
な
部
に
昇
格
し
た
い
。」と
抱

負
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
16
に
兵
庫
県
三
木
市
で
行
わ
れ
た「
秋
季
兵

庫
県
高
校
軟
式
野
球
大
会
」に
お
い
て
、念
願
の
初
優

勝
を
飾
っ
た
本
校
軟
式
野
球
部
は
、奈
良
県
で
11
月
４

日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
た「
秋
季
近
畿
大
会
」に
出

場
し
、見
事
準
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。全
て
の
試
合

を
終
え
た
主
将
の
山
川
和
大
君
は「
実
績
の
な
い
部
で

す
が
、『
や
ら
さ
れ
る
野
球
→
自
分
で
や
る
野
球
』へ
と

考
え
方
を
変
え
、チ
ー
ム
が
同
じ
目
標
を
持
っ
て
努
力

　

ま
た
、11
月
1
日
、姫
路
市
峰
相
小
学
校
で「
動
物
介

在
教
育
」に
参
加
し
た
新
田

耕
平
君（
児
童
教
育
学
科
2

年
）も「
や
り
が
い
を
感
じ
勉

強
に
も
な
る
。機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
参
加
し
た
い
。」と
意
欲

的
。今
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が

広
が
り
つつ
あ
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。自
分
た

ち
の
部
活
動
が
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
今
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。」と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

発行／芦屋学園　広報課

　

2
年
に
1
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
、世

界
で
最
も
過
酷
で
権
威
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス

「
ワ
ー
ル
ド・ソ
ー
ラ
ー・チ
ャ
レ
ン

ジ
」。24
年
目
と
な
る
今
年
は

10
月
16
日
か
ら
23
日
の
１
週
間

開
催
さ
れ
、世
界
中
の
企
業
や

大
学
な
ど
か
ら
総
勢
37
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
大
陸
北
端
の
町

ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
南
端
の
ア
デ

レ
ー
ド
ま
で
の
3
0
2
1
㎞
。

大
会
規
格
変
更
の
影
響
で
新
型
車
両
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
な
っ
た
芦
屋
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で

す
が
、天
候
不
良
や
山
火
事（
ブ
ッ
シ
ュフ
ァ
イ
ヤ
ー
）、

後
輪
の
パ
ン
ク
な
ど
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、レ
ー
ス
６
日
目
の
午
後
４
時
過
ぎ
に
見
事
４
位
で

ゴ
ー
ル
。’07
年
大
会
で

ク
ラ
ス
優
勝
の
経
験

が
あ
る
だ
け
に
悔
し

さ
も
残
り
ま
す
が
、

新
車
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
た
メ
ン
バ
ー
た

ち
。次
回
大
会
へ
の
参

加
、優
勝
を
胸
に
誓

い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、園
児
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
幼
稚
園
の

運
動
会
が
鼓
隊
と
フ
ラ
ッ
グ
の
行
進
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。福
山
記
念
館
１
階
球
技
場
いっ
ぱ
い
の
大
観

衆
に
囲
ま
れ
、最
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た
園
児
た

ち
も
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
と
と
も
に
元
気
な
笑
顔
が

は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

　

年
少
組
の
親
子
競
技『
大
玉
転
が
し
』と
オ
ペ
レ
ッ
タ

『
赤
ず
き
ん
』で
は
、可
愛
い

演
技
に
観
客
席
か
ら
大
き

な
拍
手
と
声
援
が
贈
ら
れ
、

ま
た
年
中
組
の
か
け
っ
こ
競

争
や
ス
カ
ー
フ
と
バ
ル
ー
ン

の
演
技『
フ
ッ
ク
ト・オ
ン・ア

メ
リ
カ
』で
は
、会
場
が
大
い

に
沸
き
ま
し
た
。
年
長
組

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
鼓
隊
・フ

ラ
ッ
グ
の
演
技
の
後
、白
熱

の
リ
レ
ー
、そ
し
て
運
動
会
の
ラ
ス
ト
を

飾
る
大
迫
力
の
和
太
鼓
の
演
技『
Hey 

和
』を
披
露
。そ

の
真
剣
な
姿
に

あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
感
動
の
涙

を
流
し
て
お

ら
れ
る
保
護

者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。頑

張
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
は
会
場

か
ら
の
温
か
い
拍
手
と
運
動
会

の
金
メ
ダ
ル
が
ひ
と
り
ひ
と
り

に
贈
ら
れ
ま
し
た
!!

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
た
！

■
12
月
2
日
●
芦
屋
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　
　
　
　
●
芦
屋
学
園
中
学
校・高
等
学
校

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
財
団
公
認
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
、幼
稚
園
と
中
・
高
等

学
校
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
訪
問
。突

然
の
出
来
事
に
驚
く
子
ど
も

た
ち
に
、サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、園
児
た
ち
に
よ
る
お
返
し

の
歌「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」を
聞
い
た
サ
ン
タ

さ
ん
が
踊
り
出
す
な
ど
、楽
し
い
ひ
と
コマ
も
。今
回
の
サ
ン
タ

訪
問
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、中
学
校
1
年
生
が
美
術
の
授
業
で
描

い
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
絵
と
メッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。こ
れ
を
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
へ
送
ろ
う
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
航
空
に
託
し
た
と
こ
ろ
、先
方

の
ご
厚
意
に
よ
り
、毎
年
本
国
か

ら
招
い
て
い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

本
校
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
る
運

び
に
な
り
ま
し
た
。一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

セ
ン
ト・マ
ー
チ
ン
ズ
大
学
よ
り
訪
問
団

■
12
月
12
日
●
芦
屋
大
学

　

2
0
0
8
年
か
ら
提
携
関
係
に
あ
り
、

2
0
0
9
年
以
降
6
名
の
語
学
留
学
生

を
本
学
か
ら
派
遣
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
セ
ン
ト・マ
ー
チ
ン
ズ

大
学
よ
り
、リ
ッ
ク・パ
ノ
ウ
ィッ
ク
理
事
長

ご
夫
妻
、ロ
イ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
学
長
ご

夫
妻
、ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ヤ
ン
国
際
部
副
部

長
の
5
名
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。
提
携

関
係
延
長
の
調
印
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
に
興
味
を
示
さ
れ
た
一
行
を
車
庫
に
案
内
し
、ソ

ー
ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
車
両
の
説
明
を
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

『
卒
業
記
念
発
表
会
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
12
月
17
日
●
芦
屋
学
園
高
等
学
校

　

2
学
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
こ

の
日
、芦
屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て『
卒

業
記
念
発
表
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
1
年
生
に
よ
る
コ
ミ
カ
ル
な

ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
、各
ク
ラ
ブ
が
ク

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
素
敵
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。ラ
ス
ト

は
も
う
す
ぐ
卒
業
を
控
え
た
3
年

生
有
志
に
よ
る
演
舞
。男
子
は
勇
ま

し
い「
波
濤
の
舞
」、女
子
は
伝
統
の

「
芦
女
音
頭
」を
心
を
込
め
て
踊
り
、

感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

3

秋
晴
れ
の
空
に
歓
声
！
幼
稚
園｢

秋
季
運
動
会｣

高
等
学
校
軟
式
野
球
部
が
県
大
会
初
優
勝

秋
季
近
畿
大
会
で
は
堂
々
の
ベ
ス
ト
４
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

3
0
2
1㎞
を
６
日
間
で
走
破！

世界最大級のソーラーカーレース
 WORLD SOLAR CHALLENGE

強豪チームを抑え、４位でゴール!!

芦
屋
学
園
高
等
学
校

●
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

　

10
月
22
日　

兵
庫
県
高
等
学
校
対
抗
テ
ニ
ス
大
会 

第
５
位

●
女
子
バ
レ
ー
部
　
　
　
　
　

　

11
月
5・6
日　

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

兵
庫
県
予
選
大
会 

ベ
ス
ト
16

芦
屋
大
学

●
日
本
拳
法
部

　

10
月
2
日　

第
37
回
日
本
拳
法
龍
峰
杯
優
勝
大
会

　

三
段
の
部 

第
三
位 

森
岡 

佑
介
さ
ん（
経
営
教
育
学
科
1
年
）

●
柔
道
部

　

10
月
10
日　

第
11
回
芦
屋
柔
道
大
会

　

団
体
一
般
男
子
の
部 

優
勝

　

団
体
一
般
女
子
の
部 

優
勝

　

個
人
一
般
男
子
初
段
の
部 

優
勝　

西
林
洋
さ
ん（
教
育
学
科
１
年
）

　

個
人
一
般
女
子
の
部 

優
勝　

鳥
谷
彩
可
さ
ん（
教
育
学
科
２
年
）

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

10
月
16
日　

関
西
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

　
６
部
Ｂ
優
勝

日
頃
の
練
習
の
成
果
で
勝
ち
取
り
ま
し
た
！

芦屋Sky Ace FIVE



　

日
本
で
初
め
て
大
学
と
独
立
リ
ー
グ
プ
ロ
野
球
球

団
と
の
提
携
が
実
現
。ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、高
い
人

間
力
を
備
え
た
指
導
者
の
養
成
を
目
指
す
芦
屋
大

学
で
は
、「
芦
屋
学
園
ス
ポ
ー
ツ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
と
し
て
、平
成
24
年
度
か
ら「
兵
庫
ブ
ル
ー

サ
ン
ダ
ー
ズ
」と
の
教
育
提
携
を
決
定
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
芦
屋
大
学
に
同
球
団
の
2
軍
を
創
設
。大

学
で
学
び
な
が
ら
2
軍
に
所
属
し
、元
プ
ロ
野
球
選
手

の
池
内
豊
球
団
監
督
、山
崎
章
弘
同
コ
ー
チ
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
1
軍
登
録

さ
れ
れ
ば
、関
西
独
立

リ
ー
グ
等
の
試
合
出

場
も
可
能
。ま
た
、教

員
免
許
状
や
日
本
体

育
協
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格
取
得
を
目
指

す
こ
と
も
で
き
、発
表
以
来
、新
聞
各
紙
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

12
月
恒
例
の
幼
稚
園
作
品
展
が
開
か
れ
、園
児
た
ち

の
想
像
力
豊
か
な
可
愛
い
力
作
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
少
は
紙
粘
土
で
表
情
た
っ
ぷ
り
な
可
愛
い
お
人

形
作
り
。赤
組
は『
赤
ず
き
ん
の
森
へ
よ
う
こ
そ
』、桃

組
の『
森
』は〝
虫
さ
ん
の
住
む
街
〟を
表
現
し
ま
し

た
。年
中
は
カ
ラ
フ
ル
な
フ
ェル
ト
を
使
っ
た
縫
い
と
り

制
作
に
挑
戦
。黄
組
は『
お
話
の
世
界
』〜
く
る
み
割

り
人
形
〜
、白
組
は『
動
物
た
ち
の
音
楽
会
』の
楽
し

い
世
界
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。年
長
は
根
気

の
い
る
作
品
作
り
に
取
り
組
み
、青
組
は
１

人
が
２
文
字
を
考
え
て
作
る『
絆
』〜
友
達

か
る
た
〜
で
世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
カ
ル
タ

を
完
成
。緑
組
は
ミ
シ
ン
や
電
動
ノ
コ
を

使
っ
て
手
作
り
絵
本
と
本
立
て『
未
来
の

絵
本
屋
さ
ん
』を
作
り
ま
し
た
。の
び
の

び
と
し
た
個
性
豊
か
な
作
品
は
ど
れ
も
楽
し

さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

芦
屋
大
学
で
学
び
な
が
ら 

プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
す
！
教
員
を
目
指
す
！

関
西
独
立
リ
ー
グ
プ
ロ
野
球
球
団「
兵
庫
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
ズ
」と

芦
屋
大
学
が
今
春
よ
り
教
育
提
携
！

　美しい紅葉の季節を経て、芦屋六麓荘に希望に満ちた新しい
年2012年がやってまいりました。この間、学園では第44回芦屋学
園祭や幼稚園の運動会が賑やかに開催され、園児・生徒・学生が
それぞれの行事に、精いっぱい取り組んでいる姿はとても爽やか
でした。誌面からその感動が少しでも皆さんに伝われば幸いです。
　今回は、『芦屋学園スポーツモダニズムプロジェクト』構想をトップ
ニュースとして紹介いたしました。これは本学園が中心となって、各
競技スポーツ団体・行政、そして金融機関・企業・メディアといった
産業界ともアライアンスを組みながら、阪神間に「スポーツサポート
文化」を醸成し、その組織化に取り組む地域貢献事業です。
　また、大学では新たに、関西独立リーグプロ野球球団「兵庫ブ
ルーサンダーズ」と教育提携し、スポーツを通した人間教育に力を
注いでおります。
　広報誌『ASHIYA BREEZE』では今後も学園のニュースを
皆様にお届けし、卒業生、在校生、保護者の方々、ひいては社会
とのネットワーク作りに貢献したいと願っております。掲載されました
記事に関するお問い合わせ、ご意見、ご提案などがございました
ら、下記学園広報課までご連絡下さい。

編集後記

第7回大阪モーターショーに
新型ソーラーカーを展示

い
つ
も
の
幼
稚
園
が
、

素
敵
な
美
術
館
に
！

2012.1.15　vol.19

4

インテックス大 阪で開 催される第7回「大 阪モーター
ショー」に芦屋大学ソーラーカープロジェクトも出展。10月
のオーストラリア「ワールド・ソーラー・チャレンジ」を4位
で完走した新型車両「芦屋Sky Ace FIVE」を展示します。

1月20日（金）～23日（月）
AM10:00～PM6:00（最終日のみPM4:30まで）

■発行／学校法人芦屋学園　広報課
〒 659-8511　兵庫県芦屋市六麓荘町 13 番 22 号　
　TEL 0797-23-0661　FAX 0797-23-1901  メール  koho@ashiya-u.ac.jp

2012（平成24）年度 芦屋学園 各教育機関の入試日程

	 芦屋大学大学院	 http://www.ashiya-u.ac.jp/section/graduate
	 芦 屋 大 学 	 http://www.ashiya-u.ac.jp
	 芦屋学園短期大学	 http://www.ashiya-c.ac.jp
	芦屋学園中学校・高等学校	 http://www.ashiya.ed.jp　
	 芦屋大学附属幼稚園	 http://www.ashiya-k.ed.jp

学 校 法 人

芦 屋 学 園
http://www.ashiya-e.jp

芦屋学園短期大学

出願期間（締切日必着） 試験日(本学） 合否通知発送日 入試制度 試験内容

1月16日（月）～ 1月27日（金） 2月 4日（土） 2月 9日（木）
指定校推薦入学試験 C日程

小論文・面接・書類審査推薦入学試験 C日程
一般入学試験 A日程

2月27日（月）～ 3月 9日（金） 3月17日（土） 3月22日（木）
一般入学試験 B日程

小論文・面接・書類審査
社会人入学試験 B日程

募集学科 入学定員
幼児教育学科 50 名

●お問い合わせ　芦屋学園短期大学入学事務室
　〒 659-8511 芦屋市六麓荘町 13 番 22 号
　TEL:0797（38）6726　FAX:0797（38）6727　　　0120-898-065

※郵送により通知

※郵送により通知

芦屋学園高等学校

出願期間 入試日 合格発表※
1次試験 1月18日（水）〜1月31日（火） 2月10日（金）・11日（土・祝）2月13日（月）
1.5次試験 2月13日（月）〜2月16日（木） 2月17日（金） 2月18日（土）

募集学科 募集人員 コース

普通科 （男女） 120 名
特進コース
総合コース

アスリート（スポーツ）コース

国際文化科（男女） 120 名 国際特進グローバルコミュニケーション（ＧＬＢ）コース
国際特進インテンシブ（ＩＮＴ）コース

芦屋学園中学校

出願期間 入試日 合格発表※
B日程 1月15日（日）まで 1月15日（日） 1月16日（月）
C日程 1月20日（金）まで 1月20日（金） 1月21日（土）

募集コース 募集人員
中高一貫コース （男女） 40 名

国際文化グローバルアンビション（ＧＬＡ）コース （男女） 40 名

●お問い合わせ　芦屋学園中学校・高等学校
　〒 659-0011 芦屋市六麓荘町 16 番 18 号
　TEL:0797（31）0666　FAX:0797（31）6641　　　0120-898-075

●お問い合わせ　芦屋大学入学事務室
　〒 659-8511 芦屋市六麓荘町 13 番 22 号
　TEL:0797（38）6725　FAX:0797（38）6727　　　0120-898-046

芦 屋 大 学
募集学部・学科 入学定員

臨床教育学部
　教育学科 70 名 
　国際コミュニケーション教育科 20 名 
　児童教育学科 40 名 

経営教育学部 　経営教育学科 120 名 

出願期間（締切日必着） 試験日(本学） 合否通知発送日 入試制度 試験内容

1月23日（月）～ 1月31日（火） 2月 9日（木） 2月15日（水）

教職特待生入試 C日程 学力試験（外国語・国語）・希望調書・面接・書類審査
教職推薦入試 C日程 希望調書・面接・書類審査
一般入試 Ⅰ（自己アピール型） A日程 小論文・面接・自己アピール書・調査書
一般入試 Ⅱ A日程

学力試験（外国語・国語）・面接・調査書
一般入試 Ⅱ（学業特待生選考） A日程

1月30日（月）～ 2月 9日（木） 2月15日（水） 2月22日（水）
スポーツ特待生入試 C日程

実技・面接・書類審査
編入学スポーツ特待生入試 C日程

1月30日（月）～ 2月10日（金） 2月17日（金） 2月24日（金） 編入学入試 C日程 小論文・面接・書類審査
編入学教職特待生入試 C日程 小論文・面接（口頭試問）・書類審査

3月12日（月）～ 3月17日（土） 3月22日（木） 3月26日（月）

教職特待生入試 D日程 学力試験（外国語・国語）・希望調書・面接・書類審査
教職推薦入試 D日程 希望調書・面接・書類審査
一般入試 Ⅰ（自己アピール型） B日程 小論文・面接・自己アピール書・調査書
一般入試 Ⅱ B日程

学力試験（外国語・国語）・面接・調査書
一般入試 Ⅱ（学業特待生選考） B日程

●お問い合わせ　芦屋大学大学院入学事務室
　〒 659-8511 芦屋市六麓荘町 13 番 22 号
　TEL:0797（38）6725　FAX:0797（38）6727　　　0120-898-046

芦屋大学 大学院
研　究　科 専　　攻 課　　程 入学定員

教育学研究科
教育学専攻 博士前期課程 10 名 

博士後期課程 5 名 
技術教育専攻 修士課程 5 名 
英語英文学教育専攻 修士課程 5 名 

受験資格審査受付期間 出願期間（締切日必着） 試験日(本学） 合否通知発送日 試験日程 選考方法
1月10日（火）～ 1月20日（金） 2月 6日（月）～ 2月14日（火） 2月22日（水） 2月27日（月） B日程 出願書類・口頭試問
2月 6日（月）～ 2月17日（金） 2月27日（月）～ 3月 6日（火） 3月14日（水） 3月19日（月） C日程 出願書類・口頭試問
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日本初！
　
芦
屋
大
学
附
属
幼
稚
園


